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チームリーダー挨拶 
チームリーダー 石井伶奈 

  
初冬の候、皆様にはますますご健勝のことと存じます。 
11 月は 29 日に第 2 回デザインレビューを行い、OBOG の皆様から車両実測に向けたセ

ンサー搭載方法等への貴重なご意見をいただきました。また、9 日には富士スピードウェイ
で開催されたインタープロト第 4 大会にて車両展示を行いました。多くの方々に弊チーム
の魅力や情熱をお伝えすることができました。12 月 20 日には今年度最後となる第 3 回デ
ザインレビューを控えております。今までご指導いただいたことやデザインレビューで OB 
の方々からいただいたご意見をもとに、より良い車両の開発に努めて参ります。 

今後とも変わらぬご支援、ご声援を何卒よろしくお願い申し上げます。 
 

テクニカルディレクター挨拶 
テクニカルディレクター 松本悠暉 

 
初冬の候、皆様にはますますご健勝のことと存じます。 
11 月は多くの技術交流や活動報告の機会に恵まれ、非常に実りある 1 か月となりまし

た。15 日には、工学院大学新宿キャンパスにて関東の大学が集まる技術交流会を開催しま
した。学生による発表だけでなく、実際にレース現場で活躍しているエンジニアの方々か
ら貴重なお話を伺うことができ、大変学びの多い会となりました。 

また、22 日に本田技研工業様へ 2025 年度活動に関する報告を行いました。 
年明けから本格的に開始する製作に向け、スケジュール管理とタスク管理を徹底し、早

期シェイクダウンを実現できるよう全力で取り組んでまいります。 
今後とも変わらぬご支援、ご声援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 
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10月の日程、11月の予定 
2025年 11月 

 
2025年 12月 
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各セクションの活動報告 
パワートレイン班 

パワートレイン班リーダー 先進工学部機械理工学科 2年 朝日大介 

 
 11 月のパワートレイン班は 26 年度車両に向けて、方針の確立と 25 年度車両の評価を行
いました。 
 

15 日には工学院大学新宿キャンパスにて技術交流会が行われました。株式会社イケヤフ
ォーミュラ様より LSD についてのご講演や、参加した他大学との交流など非常に多くの知
識を付けることができました。 

 
続いて 21 日には、株式会社エッチ・ケー・エス様のご協力で、シャシーダイナモをお借

りし、昨年度車両のパワーカーブ及び吸気菅長の試験を行わせていただきました。昨年度は
エンジン変更のため吸排気形状を一新しましたが、その実測評価ができていませんでした。
4 気筒のうち外側と内側の気筒で吸入量の差などを実測することができました。 

 
Fig.1 シャシーダイナモの様子 

他にも、株式会社エッチ・ケー・エス様にはコンピューターに関するご知見など様々な
面でご協力を頂きました。  
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足回り班 
足回り班リーダー 工学部機械工学科 2年 髙橋真育 

  
11 月には第 2 回デザインレビューがあり、車両の特性を数値的に理解することをより強

化する方針を発表いたしました。来年度に向けた車両性能向上のため、今年度は車両特性を
定量的に把握する取り組みを強化してまいります。具体的には、横力に対する車両の安定傾
向を評価する指標であるスタビリティファクターの実測を視野に入れ、実測の準備を進め
てまいります。これにより、自分たちが感じている感覚である官能評価を定量的な情報へと
落とし込むことができると考えています。 

 また、POU（Pushrod On Upright）設計については、車両の荷重移動の推移データを基
盤として、昨年度の課題であったステアリングを切りはじめた時点の過荷重移動の減少や
低速セクションにおける荷重移動量の最適化に取り組んでまいります。弊チームの特徴であ
る POU をさらに強力なものとし、より速いコーナリングを目指します。 
 加えて、昨年度車両の課題であるフロントのキャンバーゲイン不足については、ステアリ
ングジオメトリー ・アーム長の見直しを行い、旋回時の外輪接地性向上を実現できる仕様へ
と改善いたしました。 

 
Fig.2 POU 目標荷重変化量を算出している様子 
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また、今年度から 2 か年計画で導入するカーボンロッドにつきましては、現在カーボンロ
ッドの厚みや外形を解析から求めるとともに、カーボンロッドとロッドエンドを締結する
インサートとの固定方法について検討しております。方法の一つとして、接着剤及び金属製
のピンでの固定を考えております。基本的には接着剤で固定し、万が一を考え金属製のピン
で固定します。 

 
Fig.3 カーボンロッドとロッドエンドの接着剤及び金属製のピンでの固定イメージ 

 
設計凍結期限が年末に迫っているため、より一層気を引き締めてチームの目標である

ICV3 位を達成できるよう活動してまいります。 
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シャシ班 
シャシ班リーダー 工学部機械工学科 2年 結解和宏 

  
  シャシ班は、12 月の設計凍結を目指し、活動してまいりました。 
 
・フレーム 

設計、発注に向けての準備を行っていました。11 月中の発注を目標としていましたが、
レギュレーションの適合や、他パーツとのすり合わせが長引き、発注目標を 12 月上旬へと
変更いたしました。また、レギュレーション適合に伴い、リアセクションのパイプレイアウ
ト及び一部のパイプ径の変更をいたしました。 

 
Fig.4 今年度のフレーム 

 
・ステアリング 
 ラックカバーとアルミマウントの締結部の設計で、締結方法の変更をしていましたが、加
工方法、製作精度の難易度の観点などから設計が難航しています。12 月中旬までに設計凍
結を行う予定です。 
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・ペダル 
アクセルペダル ・ブレーキペダルでは、設計凍結が完了いたしました。アクセルペダルは

ストローク量の調整をするため、パーツ形状の見直しを行いました。また、各ペダルを踏み
こんだ際の安定感の向上を図るため、踏面の再設計を行いました。今後は、ドライバーフィ
ードバックをもとに、改良やかかと置きの設計を行う予定です。 

 
Fig.5 設計凍結したブレーキペダル(左)、アクセルペダル(右) 

 
・シフター、クラッチ 
 10 月 26 日に行われた SKC 試走でシフターの試作品を搭載しました。しかし、試走会で
は雨のためペースを上げられず、設計変更による性能の変化を見ることはできませんでした。
ですが、静止状態でのシフターの引きやすさの向上、ガタの軽減を確認することができ、ド
ライバーの負担軽減、操作性向上の実現に近付きました。12 月 7 日に行われるもてぎ試走
会で再度確認する予定です。 
 また、10 月に行われた DR を経て、パドルのパーツ接続方法・形状の見直しをおこない、
これまでねじ止めしていたものを溶接による固定に変更します。 
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エアロ班 

 エアロ班リーダー 工学部機械システム工学科 2年 菊地祐汰 

 
11 月は、エアロパッケージの設計作業に多くの時間を費やした月となりました。特に、

11 月中旬にパーツ締めが設定されていたため、そこから 12 月上旬の発注までに、昨年度の
課題であった「エアロ全体および車両全体としての適合評価」を十分に行う必要がありまし
た。このため、車両全体を対象とした空力解析（CFD）の実施と、その結果を設計へ反映す
る作業を集中的に進めました。 

また、12 月上旬に予定されている試走会で実施する実測に向けた準備も並行して行いま
した。昨年度マシンの空力性能を正確に把握することは、今後の設計・製作に直結する重要
な工程であるため、計測機器の整備や手順の確認など、万全の準備体制を整えています。 

 

 
Fig.6 2026 年 1 月までの日程 

 
さらに、来月からはいよいよ製作工程が本格的に始まります。今年度はチームとして「早

期シェイクダウン」を目標に掲げており、これに合わせてフルエアロを迅速かつ確実に完成
させることが求められています。そのため、設計段階から製作スケジュールを強く意識し、
変更点の最小化や寸法精度の確認、治具の準備など、製作後のトラブルを減らすための作業
にも注力していきたいと考えています。 

今後も、解析結果と実測データの両面から空力性能の最適化を進めるとともに、早期完成
に向けて速度感を持った活動を継続し、より高精度なエアロパッケージの実現を目指しま
す。 
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スポンサー様一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ア イコン  AIによって    生成  されたコンテンツは         間違  っている    可能性   があります     。

ロゴ AIによって    生成  されたコンテンツは         間違  っている    可能性   があります     。
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Tools by Sanjo Niigata  

工学院大学校友会 工学院大学機械系同窓会 工学院大学学生フォーミュラOB会 

 工学院大学 自動制御研究室  

https://www.honda.co.jp/?msockid=1204e27d7058624a04f4f63571836362
https://www.onosokki.co.jp/
https://www.kyowa-ei.com/
http://www.vi-grade.co.jp/
https://y-nikken.sub.jp/
https://www.kimuragrp.co.jp/fmc/
https://www.nats.ac.jp/
https://hexajapan.co.jp/
https://www.threebond.co.jp/
https://www.jari.or.jp/
https://kuroki.co.jp/
https://www.solidworks.com/ja
https://www.idaj.co.jp/
https://www.honda-tft.co.jp/
https://www.sws.co.jp/
https://www.ankerjapan.com/
https://www.wako-chemical.co.jp/
https://daidodms.co.jp/en/
https://anatech.jp/
https://autista-s.com/
https://www.busyu.co.jp/
https://www.yukilabo.co.jp/index.php?LECOFRAME
https://www.autotechnic.co.jp/
https://www.kyowa-uj.com/
https://www.st-link.co.jp/
https://www.fomo.co.jp/
https://www.kinokuni-e.com/s/company
http://www.aurora.dti.ne.jp/%7Eksdp/
https://festika-tochigi.com/top/
http://kohshin-chem.co.jp/
https://www.sankyo-radiator.co.jp/
http://tuningshop-stf.com/
https://www.nok.co.jp/?_ga=2.54194927.695338573.1707215938-1175206315.1707215938&_gl=1*bazpdf*_ga*MTE3NTIwNjMxNS4xNzA3MjE1OTM4*_ga_S259M9P42W*MTcwNzIxNTkzNy4xLjEuMTcwNzIxNTk0Ni41MS4wLjA.
http://www.enuma.co.jp/
https://www.billion-inc.co.jp/index2.html
https://ghcraft.com/
https://tonkachi.com/
https://saito-tosou.com/
https://www.ndc-group.co.jp/
https://wd40.asia/jp/
https://www.hitachiastemo.com/jp/
https://www.dixcel.co.jp/
https://southco.com/ja_jp_int/Renewable-Energy
https://www.igus.co.jp/
https://fukai.co.jp/
https://www.anextool.co.jp/
https://www.3peaks.co.jp/
https://www.keiba-tool.com/
https://www.matsui-seimitsu.co.jp/index.html
https://www.nifco.com/
https://www.t-t-s.jp/
https://www.hokushinmdf.jp/
https://www.xam-japan.co.jp/
https://www.u-kartcircuit.com/
https://www.diatex.co.jp/
https://xenova.shop/
https://www.tesec.co.jp/
https://www.thk.com/jp/ja/
https://www.hi-lex.co.jp/
https://www.nsk.com/jp/
https://kk-hamano.com/
https://www.enable-os.co.jp/
https://sanyo-coat.jp/
https://www.sts-japan.com/
https://www.hks-power.co.jp/
https://www.nhkspg.co.jp/
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連絡先 
工学院大学 学生フォーミュラプロジェクト  

工学院レーシングチーム（KRT）  

  

顧問  

工学部 機械工学科  

自動車音響振動研究室 山本崇史 教授  

メールアドレス：takashi_yamamoto@cc.kogakuin.ac.jp  

  

2025年度チームリーダー  

工学院大学 先進工学部 環境化学科 2年 石井伶奈 

メールアドレス：s324006@ns.kogakuin.ac.jp  

 

住所：〒:192-0015   

東京都八王子市中野町 2665-1 工学院大学八王子キャンパス 17号館 1階夢づくり工房  

  

WEB page: https://www.ns.kogakuin.ac.jp/wwa1032/  

Facebook: https://www.facebook.com/KogakuinRacingTeam   

Twitter: http://twitter.com/kogakuinrace  

Instagram: https://www.instagram.com/krt_fsae/ 

mailto:takashi_yamamoto@cc.kogakuin.ac.jp
https://www.ns.kogakuin.ac.jp/wwa1032/
https://www.facebook.com/KogakuinRacingTeam
http://twitter.com/kogakuinrace
https://www.instagram.com/krt_fsae/

